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痔瘻（あな痔）、肛門周囲膿瘍

• 痔瘻とは

• 肛門から約2cm奥に粘液を分泌する肛門腺という部分が
ある

• 肛門腺から便の中の細菌が侵入して膿がたまる

• 膿が肛門周囲の皮膚に波及して肛門周囲膿瘍を作る

• 膿のたまりが自然に破れるか切開するかして排膿される

• 肛門腺と膿が出た部分がつながってトンネルができる。



症状

• 肛門周囲の痛み、発赤、腫れ

• 皮膚の深い部分に膿がたまった場合には発熱や不快
感

• 肛門周囲の皮膚から膿がでる

• クローン病という消化管に炎症をおこす病気などに合併
する場合があり、元の病気の症状の一部として出現す
る場合がある



痔瘻の種類

• I型〜IV型

•単純なものから、筋肉を貫くもの、直腸の
方向に向かう複雑なものなど、トンネル
の走行状態は多岐にわたる



痔瘻の治療

• 基本的には手術が必要

• 肛門周囲膿瘍は切開、排膿を行う

• 痔瘻の手術

• 痔瘻の型によって根治性と機能性を考慮した手術が選択される

• 開放術式

• 括約筋温存術式

• シートン法

• その他

• クローン病などの基礎疾患がある場合には排膿を主体とした治
療




